
な記載となると、標準的対処法の一つに過ぎ

なかったのにもかかわらず、こうしていれば

死亡を避け得たかも知れないという結果論か

らの類推に基づき、あたかもそのような手段

をとる義務があったかのように理解されかね

ない。標準的治療法には幅があるため、特殊

例を除いては標準的対処法が唯一であったと

解されかねない上記の様な記載は避けるべき

である。 

・ 事例が標準的治療を行っていると判断される

場合でも、そのときの状況では別の標準的治

療を選ぶことがより望ましいという評価もあ

ると思われる。その場合は「ＡもＢも標準的

な治療法に含まれるが、Ｂを選択する方法も

充分に考えられたのではないか」あるいは「Ｂ

という選択肢をとらなかったことが不合理と

まではいえないが・・・」といった表現を用

いる。 

 

記載例 

抜去した時点では止血されていた。その時点で止

血が確実であれば、通常はそのまま様子をみる。

一方、外腸骨動脈を露出し直視下に縫合止血する

選択も充分に考えられたのではないか。 

 

適応の妥当性の有無の評価に用いる用語例 

妥当性強い 標準的な治療である。一般的治療

である 

      適応があったものと考えられる 

      医療的基準から逸脱した行為とは

いえない 

       選択肢としてありうる 

妥当性弱い 一般的診療として認知されていな

い 

      標準的治療とはいえない 

妥当性ない 医学的妥当性がない 

医学的合理性がない 

        

他の選択肢なし やむを得ない経過であった 

        それ以外での手段はなかった

ものと考えられる 

他の選択肢あり 何らかの治療や予防ができた

可能性も否定できない 

 

(c)治療手技は適切だったか。 

・ 手技（直接の医療行為）に伴う問題点や手術・

処置体制における留意事項や問題点について

言及する。処置手技や術式が具体的場面にお

いて妥当に施されたか、具体的場面において

やり方が正しかったかどうかの手段の相当性

に該当する評価となる。具体的には、術者の

技量やチーム医療における指導体制の適切さ

などを判断することになる。 

・ このとき術者の技量についてどう言及するか

は難しいところである。結果論から判断する

のではなく、行われた手技それ自体を評価す

るのであるが、通常は手技の適切さを判断す

ることは極めて難しい。手技の適切さを判断

できる場合は例外的な場合のみであることに

留意すべきである。 

  

治療手技の適切性の評価に用いる用語例 

適切さ高い 手技上の問題はなかった 

      通常の術式の実行から外れるもの

ではない 

      一般的術者としての技量を持って

いた 

      適切な指導を行う体制にあった 

適切さ低い 手技において適切な配慮がなかっ

た 

      なんらかの必要な配慮を怠った 

 

(d)患者の病態の変化に対して病状の診断を含む

患者管理は適切だったか。 

・ 変化する患者の病態に対して、的確な診断を

含む術後管理、経過観察が行われたかどうか

評価する。 

・ 異常発生後にその病状を適切に認識し、それ

に対する対応が適切になされていたか、他病

院への転送判断に遅れがないかなどが問題と
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